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平成 30 年度 第 5 回 

おおさか環境ネットワーク会議議事録 

 

日 時：平成 30 年 12 月 4 日（火）18：30～20：10 

場 所：大阪市環境局第 2 会議室 あべのルシアス 12 階 

出席者：ＮＰＯ法人 リアルにブルーアースおおさか 武田氏    

    ＮＰＯ法人 日本ベジタリアン協会 関目氏        

    大阪府シェアリングネイチャー協会 福島氏  

    なにわエコクラブ 山元氏 

    NPO 法人環境情報ステーション pico、グリーンコンシューマー 大林氏  

    なにわエコ会議 山下氏 

    イー・ビーイング 井上 

菅原春秋堂 ふじいはじめ氏                    

ファシリテーター：World Seed 岡見氏 

事務局：井上 

環境局 片岡 

 

プログラム 

１．プログラム集について 

  ①進捗状況の共有 

   提出済みの原稿及び写真等のプリントアウトを配布して共有 

  プログラム提出 提出完了 

環境カウンセラー協会 〇 未 

シェアリングネイチャー 未   

ベジタリアン協会 〇 〇 

木育フォーラム 〇   

リアルにブルーアースおおさか 〇 〇 

環境事業協会 不参加 ー 

なにわエコクラブ 〇 未 

府民環境会議 未返信   

グリーンコンシューマー 未返信   

環境情報ステーション pico 来年度参加予定  ー 

あおぞら財団 未返信   
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②新規参加団体について 

   各団体の意向 

体験学習ネットワーク 未   

なにわエコ会議 未   

イー・ビーイング 〇 未 

一杯のコーヒー 未返信   

大手前高校生物部 〇 〇 

釜ヶ崎支援機構 未返信   

関西まちづくり協議会 未返信   

アクティブシニア 未返信   

環境保全協会 未返信   

 活動内容 2/24 参加 プログラム集参加と

ネットワーク参加 

ぐりぐりマルシェ 減農薬やオーガニック、

添加物や保存料を使わな

い製法などの食材を通じ

て食と環境の啓発 

参加 検討中 

ハッピーアースデ

ー 

オーガニックやフェアト

レードなど環境に配慮し

たマーケット、マイ食器

の持参、環境や自然を感

じるワークショップなど

で構成される環境イベン

トハッピーアースデイ開

催を通じて地球環境を考

える 

参加 参加の方向 

R びんプロジェク

ト 

リユース瓶の流通促進 参加 参加の方向 

ふじいはじめ 生物多様性や SDGｓを

扱う紙芝居 

参加 参加の方向 

一二三工業所 パイプパズルなどを通じ

て、水と環境についての

啓発 

参加 参加の方向 

にしもり おがくずアート等を通じ 参加 参加の方向 
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   ・本日出席のふじい氏より活動内容紹介 

   ・本日出席していない団体については、ファシリテーター及び事務局より活動内容等

紹介 

   ・上記団体については 2 月のイベントにご参加いただき、ネットワークにも参加い

ただくよう働きかける 

 

③掲載内容について 

  ・メッセージ及び掲載内容例のプリントアウト配布 

  ・タイトルは短い方が、文字を大きく配置できるのでわかりやすい 

  ・ポイント３つの記載が思いを伝えるポイント 

  ・写真はどのような講座なのかをわかりやすく説明できるので、近寄った写真と全体が

わかる写真などをお送り願う 

 ・2月24日のイベントで配布するためには、12月中に原稿が集まっていることが必要。

協力願う 

<意見交換> 

（質問）講座で話をするだけでなく、現地に見に行く、という内容の提示も可能か？ 

（自然エネルギーの話をきいて、次の機会に太陽光発電所を見学するなど） 

→（環境局）可能 

（質問）知り合いの団体である「ごみゼロネット」さんにプログラム集やネットワーク参

加をおすすめしたところ、「なにわエコ会議」に入っているので重なるのでは？

とのことであった。どのように整理してお話すればいいか？ 

→（事務局）ネットワークに参加される五ことによって、新しいつながりやコミュニケ

ーションが生まれるので、参加をおススメしてください。 

  なにわエコ会議とネットワークの両方に参加することに全く問題ないのでお声

がけ願う。 

 

2．2 月イベントについて 

 ①企画内容について 

  ・今年度のイベントの目的は 3 点で（企画書２）のとおり。 

  ・昨年との違いは、イベントや出前講座の依頼する立場の方（学校、各区役所や地域団

体など）に来ていただき、プログラム集に記載している講座内容やワークショップに

ついて、直接説明したり、実際に体験していただく機会とする点。 

 

 ②チーム分けについて 

  去年を参考に、まずは 4 グループに分かれて、グループ内で企画を練る。 

各グループの内容によって、最終的なグループ名（枠組み）を確定する。 

て、森林保全、国産材活用

の啓発 
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  チーム②が全体の配置を含むコーディネートを担当する 

  配布資料の企画書７）のチーム分けをもとに調整 

  ・チーム①（昨年のまちグループ）に一二三工業所さんに入っていただく 

  ・チーム②（全体のコーディネートを兼ねる）にシェアリングネイチャーに入っていた 

だく 

  ・チーム③（昨年の食グループ）にふじいはじめ氏に入っていただく 

  ・チーム④（昨年の海グループ）メンバー確定できるよう pico さんから保全協会さん 

へお声がけなどしていただく 

  ・参加について確認できていない団体に参加の意思を確認する（一杯のコーヒーさんな 

ど） 

   

 

 ②企画内容について 

  ・今年度のイベントの目的は 3 点で（企画書２）のとおり。 

  ・昨年との違いは、イベントや出前講座の依頼する立場の方（学校、各区役所や地域団

体など）に来ていただき、プログラム集に記載している講座内容やワークショップに

ついて、直接説明したり、実際に体験していただく機会とする点。 

 <意見交換> 

（質問）タイトルにある「グリーングッド」の言葉の意味は？昨年度の参加者や団体内で

何度も訊かれる 

→（事務局）エコ、環境などのイメージを包括した、ふんわりした言葉として造った 

  昨年度が第 1 回だったので、今年度も同じタイトルを使ってイベントを定着させ

たいと考える 

（意見）イベントのイメージがわかりやすく、一般の方が参加しやすいようにチラシ等を

工夫してはどうか。 

    アイデア 

・一家のイラストをイベント会場前に設置する 

    ・タイトルは「山田くん家のグリーングッドな一日」として、サブタイトルをつ

ける 

    ・一家のイラストにセリフをつけてどんなイベントかわかりやすくする 

    ・昨年度の写真を載せる 

    ・チラシや広報を見て行きたくなる要素をできるだけたくさん入れたい 

  ・クイズラリーやスタンプラリーをしてはどうか。方法、内容など要検討 

  ・プログラム集の内容についての相談窓口を設置してはどうか 

 ③今後の進め方の確認 

  チームごとに企画を検討する 

  facebook のメッセンジャー、メールなどで情報交換し、企画を進める 
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５．各団体からの PR タイム 

 岡見氏より 2 月 22 日 23 日のささやまミーティングご案内など 


